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私たちは⼤切な瞬間に⽴っています。私たちの関⼼が、今、崩壊しつつあるあらゆるものに向けられる
のは、当然のことです。私たちは、システム科学者が⾔うところの「断続平衡」の瞬間にいるのです。
私たちの既存の⾒⽅や理解の仕⽅、つまり私たちの⼈⽣や世界について⾃分⾃⾝に語りかける物語は、
この時代から意味を⾒出す助けにはならない。今あるものを理解するために、かつてあったものを振り
返るという私たちの習性は、あまり慰めにはなりません。 
 
多くの⼈は、⾃分が⼤きな⾕間の淵で⽊の枝からぶら下がっているような気がしています。⾃分が何に
向かって落下しようとしているのかを理解するまで、⼿を放そうとしない。⾃分が幸せになれる場所に
向かっている確証がほしいのです。 
 
この断続均衡の時間は、終わりであると同時に始まりでもあるのです。始まりが⾒えないのは、まだそ
れを創り出していないからです。新しいものを創り出すには、⼤変な努⼒が必要です。私たちはそれを
⼀緒にやらなければなりません。 
 
コロナは、地球全体に想像を絶する災害をもたらしましたが、同時に驚くべき教師でもありました。私
たちは、もうひとつの⽣き⽅が可能であることを学びました。⽇本が⼤震災で味わった三重苦のよう
に、コロナが私たちを望まない未来から解放してくれたのです。 
 
私たちは、地球と私たちの魂を破壊するような古い⽣き⽅に戻ろうとするのか、それとも未知の世界に
解放される勇気を⾒つけ、今可能なことを共に創造していくのか？選択肢はないのです。私たちは戻る
ことはできません。前に進む勇気と思いやり、知恵と信頼を⾒出さなければなりません。真の仲間と⼀
緒に旅をしなければならない。不確かな未来への道を、⼀歩⼀歩、⾃分たちが⼀⼈ではないことを知り
ながら、進んでいくのです。 
 
スピリットは私たちを導いてくれます。私たちは、彼⼥を招き⼊れることを忘れてはなりません。 


